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１ 消防団再編の背景                               

米原市消防団は、概ね自治会ごとに班を組織し、現在、94 班 862 人の定数となってい

ますが、各班において団員の確保に苦慮しており、現在の実員数は 748 人であり、定数に

対して 114 人の欠員が生じています。 

さらに 20年後には、米原市の生産年齢人口（15～64 歳）が今より 24.1％減少すること

が予測されており、ますます消防団の担い手が少なくなることから、１班単独での消防活

動が困難となることが予測されます。 

 

２ 消防団再編の方針                               

将来の生産年齢人口の減少を見据えて、定数を見直す必要があることから、現状の実員

数 748 人から 566 人に減員します。なお、技術の継承を行うための措置期間として、減員

期間は令和６年度から令和８年度までとします。 

また、団員の減少による消防力の低下を防ぐために、複数の班を統合することとし、現

状の 94 班から 33 班とします。これにより、各班の人員を増加させ、火災時などの人員体

制を確実なものとします。 

さらに、班の統合に伴う分団の見直しにより、活動範囲の広域化による体制強化を行い

ます。 

なお、班や分団の統合による新体制への移行は令和７年４月１日からとします。 

 

（１）統合班の考え方 

・将来、生産年齢人口が減少しても活動が可能な体制とすること。 

  ・地形、自治会間の交流などの地域性を考慮する。 

 

（２）自治会ごとの定数（団員数）の考え方 

  ・実員数から将来の生産年齢人口減少分を減員（現状の実員数の７割程度）する。

ただし、各自治会の定数は２人以上とし、同様の基準を団員未選出の自治会にも

適用した上で、さらに以下の要素により定数を増減する。 

 

「増員要素」：災害リスクの高い自治会、現機関班（消防ポンプ車配備班） 

「減員要素」：生産年齢人口が少ない自治会 

 

 

 

 

 

 

【現状】 

４方面隊 13 分団 

94 班 862 人（定数） 

    7４８人（実員数） 

ポンプ車 12 台 

積載車 72 台 

小型ポンプ 85 台 

【再編後】 

４方面隊 ９分団 

33 班 566 人（定数） 

 

ポンプ車 12 台 

積載車 21 台 

小型ポンプ 21 台 
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３ 積載車、小型ポンプ等の再配置・費用負担について              

１班につき、積載車・小型ポンプ１台を再配置します。積載車については、これまで自

治会に車検費用や燃料代等を負担いただいていましたが、再編後は市の管理車両として、

市が費用を負担します。 

機関班 12班には、従前どおり分団車１台を配備します。 

 

４ 積載車車庫の借用について                       

  積載車の取扱いを自治会の管理から市の管理に移行することから、統合班の積載車車

庫は、市が自治会から借用することとします。なお、借用する車庫の選定については、統

合班を構成する自治会間で協議することを依頼し、協議終了後、市と賃貸借契約を締結し

ます。 

 

５ 分団・班の名称について                              

分かりやすく規則的な名称にすることにより、組織的な活動を実施します。 

・山東方面隊 第１～３分団 第１～９班 

・伊吹方面隊 第１、２分団 第 10～16 班 

・米原方面隊 第１、２分団 第 17～26 班 

・近江方面隊 第１、２分団 第 27～32 班 

・女性消防班  

 

６ 今後のスケジュール                              
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米原市消防団組織再編表

現
分団

新
分団

新
班名

自治会名
現
定数

現
実数

現
分団

新
分団

新
班名

自治会名
現
定数

現
実数

第１ 長久寺 4 4 2 第１ 春照 16 16 12

第１ 柏原 30 24 17 第１ 髙番 9 9 6

第１ 梓 4 0 2 第１ 杉澤 8 8 6

第１ 河内 7 7 5 第１ 南川 4 4 3

第１ 清滝 6 4 3 第１ 村木 7 7 5

第１ 須川 5 4 2 第１ 伊吹ヶ丘 3 3 2

第１ 大野木 10 9 6 第１ 大清水 8 8 6

第２ 志賀谷 9 9 7 第１ 藤川 7 7 5

第２ 加勢野 5 5 4 第１ 寺林 3 3 2

第２ 北方 7 7 5 第１ 上平寺 2 2 2

第２ 菅江 5 5 4 第２ 上野 16 16 12

第２ 山室 6 6 4 第２ 弥髙 8 8 6

第２ 大鹿 7 6 4 第２ 伊吹 10 10 7

第２ 堂谷 5 5 4 第２ 大久保 7 7 4

第２ 本郷 7 5 4 第２ 小泉 3 3 2

第２ 長岡 12 11 9 第３ 下板並 6 6 3

第２ 万願寺 5 4 3 第３ 上板並 8 8 5

第２ 西山 5 5 4 第３ 甲津原 8 8 5

第３ 市場 9 9 7 第３ 曲谷 6 4 2

第３ 池下 7 7 5 第３ 甲賀 6 6 3

第３
ヴィラ・
ルシオール

3 - 2 第３ 吉槻 7 6 3

第３ 天満 8 8 6 小計 伊吹 152 149

第３ 本市場 5 5 4

第３ 間田 5 5 4

第３ 井之口 5 5 4

第３ 野一色 6 6 4

第３ 小田 5 5 4

第３ すみれヶ丘 3 - 2

第３ 夫馬 6 6 4

第３ 朝日 9 9 6

第３
グリーンヒルズ
あさひ

3 - 2

第３ 烏脇 4 4 3

第３ 坂口 5 4 3

第３ 村居田 7 7 5

第３ 山東桜ヶ丘 3 - 2

第３ 平和台 3 - 2

第３
グリーンタウン
坂口

3 - 2

小計 山東 238 200

第２班 11

山東方面隊

新
定数

第１

第１班 26

第５班 16

第２

第３班 20

第４班 16

第３

第６班 24

第７班 18

第８班 12

第９班 17

160

伊吹方面隊

新
定数

第１

第10班 18

第11班 14

第12班 8

第13班 9

第２

第14班 25

第15班 14

第16班

101

13

単位：人 単位：人

3



米原市消防団組織再編表

現
分団

新
分団

新
班名

自治会名
現
定数

現
実数

現
分団

新
分団

新
班名

自治会名
現
定数

現
実数

第１ 米原 15 13 11 第１ 多和田 14 11 8

第１ 梅ケ原 9 10 7 第１ 能登瀬 13 12 9

第１
米原ステーション
タウン

- - 2 第１ 日光寺 6 6 4

第１ 米原西 12 10 7 第１ 寺倉 7 8 6

第１ 下多良 9 9 6 第１ 新庄 10 7 6

第１ 中多良 6 5 4 第２ 箕浦 11 11 8

第１ 上多良 7 4 3 第２ 西円寺 7 6 4

第１ 多良 6 0 2 第３ 近江さくらが丘 6 6 4

第２ 朝妻 6 6 4 第３ 岩脇 10 9 7

第２ 筑摩 9 9 6 第３ リバティー近江 4 - 2

第２ 磯 20 16 12 第２ 顔戸 16 11 9

第２ 入江 7 7 5 第２ 舟崎 6 6 4

第２ 賀目山 9 9 6 第２ 高溝 6 5 4

第３ 河南 10 9 6 第２
近江ニュータウン
重町

3 3 2

第３ 樋口 9 8 6 第２ 高溝東 4 - 2

第３ 南三吉 8 8 6 第３ 宇賀野 15 13 11

第３ 三吉 13 9 7 第３ 長沢 12 11 8

第３ 西坂 5 4 2 第３
近江母の郷
ニュータウン

4 - 2

第３ 東番場 8 7 5 第３
レイクサイド
宇賀野

4 - 2

第３ 西番場 7 7 5 第２
近江グリーン
タウン

4 - 2

第４ 一色 8 8 6 第２ サンライズ近江 4 - 2

第４ 醒井 20 18 14 第３ 世継 13 10 7

第４ 枝折 14 14 11 第３ 飯 10 11 9

第４ 下丹生 12 14 10 第３
リーディング
坂田

4 - 2

第４ 上丹生 14 13 10 第３
イースクエア
坂田

- - 2

小計 米原 243 217 小計 近江 193 146

現
定数

現
実数

826 712

26 26

10 10

862 748

※現体制において、近江方面隊は正副分団長（６人）を班に含む。

※新体制において、団長、副団長、４方面隊長を幹部枠とし、正副分団長の人数は班に含む。

第19班 9

米原方面隊

新
定数

第１

第17班 20

第23班 15

第20班 22

第21班 11

第２

第18班 13

第24班 10

第22班 12

20

163

近江方面隊

新
定数

第１

第27班 27

第25班 31

第26班

第28班 18

第29班 13

第２

第30班 21

第32班 20

合計 566

126

新
定数

550

第31班 27

一般団員

幹部

女性消防班

6

10

単位：人単位：人
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